
令和５年度
広島県府中市小中一貫教育研究大会

府南学園 教育研究テーマ
義務教育９年間を見通した資質・能力の育成

～ 主体的な学びの充実を通して ～

府中市立国府小学校
府中市立栗生小学校
府中市立 旭小学校
府中市立 南小学校
府中市立第一中学校



府南学園 令和５年度 府南学園小中一貫教育研究テーマ

義務教育９年間を見通した資質・能力の育成
～ 主体的な学びの充実を通して ～

栗生小学校

旭小学校 国府小学校

第一中学校
南小学校



府中市
教育委員会

学園経営合同会議

事務局・各プロジェクト部長合同会議

学園力向上
プロジェクト

生活力向上
プロジェクト

学力向上
プロジェクト

全体会：小中合同研修会他

体力向上
プロジェクト

学園経営会議

研究組織

事務局会



学力向上プロジェクト

学園内で研究授業を公開・共有

外国語科担当教諭を中心に外国語及び外国語活動
指導の研修 等

全国学力・学習状況調査結果の分析を交流し、各校の
取組みに生かす

振り返りの視点・学びの自覚を共有
→ 次への学習意欲を喚起

授業改善

基礎学力の定着



生活力向上プロジェクト

リーダー研修会

地域や保護者と一緒に挨拶運動
（実態に合わせてレベル５をめざす）

不登校児童生徒の減少に向けた取り組み

自治的活動の活性化



体力向上プロジェクト

新体力テストの質問紙や測定結果から学園の課題
をつかみ、改善へ

府南学園学童陸上記録会に中学生も参加

外遊び等の体を動かす機会を設ける
身体を動かす楽しさを味わわせる



学園力向上プロジェクト

小学校教員が中学校へ、中学校教員が小学校へ

年間計画立案のための合同研修

毎年１校の教育研究会へ全員参加

中学校生活の説明、授業体験、部活動体験

乗り入れ授業

合同研修会

オープンスクール



外国語教育の充実・発展
ことば探究科及びICTの推進

教科担任制の推進 27の日あいさつ運動
リーダー研修会
学童陸上記録会
ボランティア活動

小中合同プロジェクト
教科等授業研修
小小連携・小中連携

ふなん



府南学園5校で重点的に育成したい資質・能力



第1分科会 第2分科会 第3分科会 第4分科会

学びの
土壌

学びの
基盤

学びに
向かう力

学びの
課題解決

特別活動 ことば探究
国語、算数
体育、総合

外国語活動
外国語科

本質に迫る
～ 主体的な学びの充実を通して ～



第3分科会
学びに向かう力



学びに向かう力とは…

子ども達が自ら取り組み、探究的で
深い学びを実現する力

自ら課題を
見つける

自ら学ぶ

自ら考える
判断して
行動する



「学びに向かう力」が身につくと…

★興味関心をもち、自分事として課題に

向き合う

★見通しを持って粘り強く取り組む

★自分の学びを振り返って次につなげようと

している



授業で工夫すること
〇導入の工夫

児童・生徒が「やってみたい！」と

感じるような工夫する。

〇振り返りの視点

①学習内容を確認する視点

②これまでの学習と関連付けたり、一般化する視点

③自己変容を自覚する視点

④友達の学びと比較・関連付ける視点



第一中学校３年 国語科
〇導入の工夫
言葉の意味、働き、使い方等に着目させる

〇振り返りの視点
①わかったこと・わからなかったこと
②今までの学習とのつながり

③友達から学んだこと
④次の学習につなげたいこと



国府小学校５年 国語科
〇導入の工夫

単元のゴール意識をもちながら、学習に取り組む。

〇振り返りの工夫

①対話後の振り返り

「対話して、友達の意見を受けて自分の考えを加筆・修正しよう。」

②授業後の振り返り

「どうやって解決した？」

「ほかにどのような場面で使える？」

「授業前と後でどのようなことが変わった？」

対話後の
振り返り

授業後の
振り返り



栗生小学校３年 算数科
〇導入の工夫

サンドウィッチ型の単元構成にし、ゴール問題を意識させる。

〇振り返りの視点

①わ 「わかったこと・できたこと」

②つ 「前時や単元のゴール、学習計画や日常場面とのつながり」

③と 「友達のよかったこと」

④も 「もっとやってみたいこと」



旭小学校６年 体育科
〇導入の工夫

・お手本動画資料の提示

・技のポイントや完成イメージの共有。

・課題ごとの少人数編成

〇振り返りの視点

・課題解決のためにどんな工夫をしたか。

・グループの仲間とどのように関わったか。



南小学校５年 総合的な学習の時間

〇導入の工夫

子ども達に自身の予想と現実のズレに気付かせる

〇振り返りの視点

①か 「自分がかわったこと、わかったこと」

②も 「目標達成」

③つ 「次にどうすべきか」



成果と課題
〇成果

・導入の工夫をすることで、児童生徒が

自分事として課題に向き合うことができた。

・振り返りの視点をそろえることで、自分の学びを見つめ直し、

次の課題につなげるという共通認識を持つことができた。

▼課題

・今の教育に合わせた資質・能力になっているか見直しが必要

・理想とする姿を具体的に学園で共通意識としてもつ



ご清聴ありがとうございました


